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生活習慣病の発症・進展に及ぼす食品中 AGEs含有量の比較検討
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 これまで AGEsは，糖尿病血管合併症の発症・進展に直接関与するものと考
えられてきた。最近では認知症，がん，高血圧，NASHなどの疾患にも関与す
ることが明らかとなってきており，AGEs を抑えることが生活習慣病の発症・
進展の予防及び治療戦略上，必要なことがわかってきた。
 一方，加熱や調理などの過程で生じる食品中の AGEsは約 10 %が腸管から吸
収された後（吸収された食品中 AGEsの 2/3は 48時間以上体内に残存），循環
血液中や組織中で作用し，生活習慣病の発症・進展に関わることが報告されて
いる。
 そこで，今回私達は，各種 AGEs（ glucose-derived AGEs (AGE-1), 
fructose-derived AGEs (Fru-AGE) & glyceraldehyde-derived AGEs (AGE-2)）特異抗
体，及び CML抗体を用いた競合 ELISA法により，約 400種類に及ぶ食品（弁
当，冷凍＆レトルト食品，ドーナツ，スナック類など）中の各種 AGEs 及び
CML量を測定した。
 その結果，数多くの食品中に加熱・調理中に形成される各種 AGEsが含まれ
ていることが判明し，特に，蛋白質やドライフルーツなどを含み高温で加熱調
理されたスナック類やドーナツなどで高値を示すものが多いことが明らかに
なった。これらの結果から生活習慣病の発症・進展に及ぼす食品の影響につい
て考察を加えた。今後は，調理条件などの違いによるより詳細な検討が必要で
あると考えられる。
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